
顧
究
．
の
築

日
本
古
建
築
研
究
の
栞

（
第
二
十
二
回
）

　
　
　
第
三
十
　
扉
　
　
（
下
の
一
）

　
（
淺
唐
戸
の
つ
や
き
）

　
前
號
に
於
い
て
は
、
鎌
倉
・
室
町
爾
時
代
の
桟
唐
戸
に
っ

き
、
實
例
を
あ
げ
て
解
説
を
し
て
お
い
た
。
こ
の
爾
時
代

の
は
、
い
は
い
簡
…
箪
で
、
穫
や
権
の
交
叉
黙
に
は
、
辻
金

物
も
四
葉
も
打
た
す
、
ま
た
入
子
板
に
は
、
せ
い
み
＼
格

狡
間
・
花
狡
間
・
連
子
・
輩
純
な
透
彫
等
を
其
一
部
に
入
れ

た
位
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
桃
山
時
代

に
な
る
ご
、
去
て
の
交
卑
湿
に
辻
金
物
・
四
葉
を
用
ふ
る
の

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
擁
の
栞
　
　
H
本
古
建
纂
研
究
の
栞

工
學
博
士
　
天

沼

俊

一

み
な
ら
す
、
其
聞
に
も
飾
金
具
を
打
ち
、
入
子
板
の
殆
ん

ざ
全
部
に
彫
刻
を
入
れ
る
様
に
な
っ
た
。
尤
も
中
に
は
た

い
「
こ
こ
ろ
に
丈
け
入
れ
た
の
や
、
ま
た
正
面
は
立
涙
に

し
て
、
裏
面
は
略
し
て
し
ま
っ
た
の
も
あ
る
が
、
要
す
る

に
前
代
に
比
べ
て
驚
く
ば
か
り
立
涙
に
な
っ
た
の
で
、
扉

ま
た
例
の
充
填
式
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
事
例
を
八
つ
織
り
あ
げ
て
記
述
を
試
み
や
う
、
こ

れ
等
に
よ
り
て
當
代
に
屡
す
る
扉
の
大
騰
の
檬
式
が
判
れ

ば
い
、
の
で
あ
る
。
入
つ
の
う
ち
六
つ
は
ほ
ん
こ
う
の
扉

で
．
二
つ
は
厨
子
の
で
あ
る
。
厨
子
の
は
小
さ
い
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
六
扁
　
　
（
二
三
九
）



　
　
　
簾
＋
二
目
　
　
研
擁
の
栞
　
獄
本
古
建
築
研
究
の
粟

從
て
簡
軍
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
か
ら
記
す
の
が
順
序
か

も
知
ら
ぬ
が
、
こ
、
に
は
建
造
物
に
用
ひ
て
あ
る
の
か
ら

に
す
る
。
先
づ
第
一
に
爆
げ
る
の
は

　
醍
醐
寺
三
質
院
唐
門
の
扉
で
あ
る
（
第
＝
ご
六
圓
②
、

轟
讐
。
至
聖
今
は
三
寳
院
前
の
誘
い
路
に
面
し
て
み

る
か
ら
、
突
き
諮
り
の
棲
門
に
向
っ
て
行
く
ご
き
は
左
手

に
附
見
』
民
る
が
、
み
口
圓
幽
に
よ
る
ご
、
　
少
な
く
こ
も
m
明
隙
謄
↓
ハ
年

以
前
に
は
、
三
寳
院
の
玄
馬
に
向
つ
た
右
手
、
帥
ち
現
在

ご
直
角
を
な
し
た
慮
に
位
置
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

　
此
の
扉
は
上
下
枢
の
間
に
横
桟
を
二
本
お
き
、
最
上
の

間
は
連
子
、
次
の
大
丁
丁
に
は
五
七
の
大
桐
－
裏
面
は

菊
花
一
を
入
れ
、
最
下
の
問
は
輪
廓
を
井
桁
に
ご
り
、

運
勢
に
二
本
の
吹
寄
勤
角
線
が
入
れ
て
あ
る
。
こ
れ
は
如

何
に
も
よ
く
時
代
を
現
は
し
た
扉
で
あ
り
、
さ
う
し
て
肘

壼
で
柱
に
吊
っ
て
あ
る
。
中
央
の
横
桟
の
虜
が
特
に
廣
く

し
て
あ
る
の
は
、
そ
こ
へ
閂
を
つ
け
る
た
め
で
、
其
閂
を

蓮
す
た
め
の
野
芝
の
足
が
表
の
方
へ
塗
る
の
を
か
く
す
た

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
、
　
　
六
二
　
　
　
（
ご
臆
∩
）
）

め
に
、
銀
串
型
木
製
釘
隠
が
二
つ
打
っ
て
あ
る
。
次
は

　
瑞
巌
寺
本
堂
の
扉
。
瑞
垣
寺
は
常
城
縣
宮
城
郡
松
島
村

に
め
る
、
ご
か
く
ご
何
で
も
な
い
が
、
日
本
三
景
の
一
の

松
島
は
寺
の
門
∵
を
鵠
た
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
第
百
四
十
五
圖

は
其
一
部
で
、
爾
折
爾
開
の
下
の
方
を
色
分
驚
け
示
し
て

お
い
3
7
も
全
膿
を
寓
最
ハ
に
出
せ
ば
よ
か
っ
た
ら
う
が
、
夫

れ
で
は
文
様
が
小
さ
く
な
り
、
鋼
り
に
く
、
な
る
虞
が
あ

る
か
ら
、
態
々
か
う
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
ゆ
扉
の
面
の

叡
聞
に
入
れ
た
彫
刻
を
か
い
て
み
る
ご

ξ封

戸磯

花
下
間

桐

一
斗
に
漬
瓜
一
竺
水

桐

π
丹
曇
尾
鰭
水
鳥

で
あ
る
。
土
の
二
聞
は
普
遥
の
場
合
の
如
く
巾
贋
く
、
桐

以
下
は
中
竪
桟
に
よ
り
て
こ
つ
に
分
れ
て
み
る
。
上
の
方

は
寓
っ
て
み
な
い
か
ら
こ
れ
で
は
劃
ら
澱
が
、
瓜
以
下
は

槻
る
通
り
ま
こ
ご
に
よ
く
で
き
て
み
る
。
瓜
は
當
代
か
ら

時
々
建
築
彫
刻
の
一
部
に
用
ひ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
肥
料
が



よ
く
き
い
た
ご
見
え
て
、
大
き
な
立
派
な
實
が
な
っ
て
み

る
（
二
三
の
彫
刻
に
瓜
た
用
ひ
☆
の
匡
、
高
野
由
宇
の
院
墓
地
所
在
、
慶
長
四
年
遅
「
問
｝
面
の
佐
竹
家
島
に
用
び
て
あ
ろ
）
。

　
次
の
蓮
も
中
々
よ
く
で
き
て
み
る
Q
池
の
な
か
、
ら
満

開
宇
開
蕾
葉
な
ご
が
い
き
く
し
て
で
て
み
る
、
こ
れ
も

肥
料
が
充
分
に
き
い
て
み
る
。
最
下
の
水
鳥
は
中
竪
淺
の

爾
方
の
間
へ
つ
け
す
、
こ
の
場
合
向
て
左
の
間
丈
け
に
し

て
、
右
の
間
は
水
斗
り
に
し
て
お
い
た
の
が
大
に
よ
ろ
し

い
。
こ
の
水
ビ
上
の
蓮
池
の
水
ご
は
、
τ
横
桟
が
あ
る
に
係

ら
す
固
い
て
る
る
か
ら
、
こ
の
圖
案
は
、
池
の
中
か
ら
蓮

が
生
へ
、
其
池
に
は
水
鳥
が
遊
ん
で
み
る
ご
こ
ろ
を
現
は

、
し
た
の
で
あ
ら
う
◎
上
の
方
は
な
い
が
、
こ
の
寓
其
に
で

て
み
る
丈
け
の
交
点
を
み
て
、
上
の
方
の
見
え
ぬ
ご
こ
ろ

も
、
ざ
の
位
の
軽
度
に
よ
く
で
き
て
み
る
か
、
容
，
易
に
想

像
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

　
淺
の
辻
に
は
四
葉
が
打
っ
て
あ
る
。
甚
だ
町
嬢
な
も
の

で
、
其
土
下
左
右
の
間
に
は
桐
葉
を
打
っ
て
あ
る
が
、
元

ε
は
何
れ
も
鍍
金
し
て
あ
っ
淀
の
で
、
双
方
こ
も
よ
く
時

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
雄
古
建
築
研
究
の
栞

代
を
誓
し
た
も
の
で
あ
・
（
悌
蕩
。

　
大
徳
寺
唐
門
の
扉
ま
た
こ
の
種
類
で
、
、
辻
に
四
葉
、
左

右
四
葉
の
間
に
は
桐
葉
、
上
下
の
間
に
は
長
手
の
飾
金
具

を
打
ち
、
ま
た
桟
は
黒
塗
で
あ
る
が
、
其
面
は
箔
概
に
し

て
あ
る
。
尤
も
こ
れ
は
正
面
丈
け
で
、
裏
面
は
横
桟
ば
か

う
の
至
極
粗
末
な
も
の
だ
が
、
量
れ
に
し
て
も
か
、
る
装

飾
法
は
、
當
代
に
行
は
れ
た
国
方
法
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
第
三
に
は
豊
國
黙
認
唐
門
の
で
、
こ
れ
は
第
百
四
十
六

圖
に
、
前
装
襟
一
部
を
示
し
て
お
い
た
。
こ
れ
も
中
竪
梗

は
一
本
で
あ
る
が
、
横
桟
は
下
の
方
が
吹
寄
（
畷
恥
健
撮
掛
流

昧
醸
魏
糠
働
蕊
鳩
）
に
な
っ
て
み
る
、
さ
う
し
て

入
子
板
の
彫
刻
は
上
の
方
か
ら
順
に

（正面）

牡
丹唐

草

桐
唐
草

（
入
子
板
あ
り
）

花
荻
間

（
入
子
板
あ
り
）

花
狡
動

静
紅
花

寳
相
花

　
　
　

牡
丹
葉

　
　
（

　牡
　丹
（花葉）

岩
・
波

岩
波
鰹

第
二
號

山ハ

O
　
　
　
（
二
四
一
）
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（：ttt面

暫
相
花
聾
堂

事
波
・
－

寳
加
差
黙
劇

万
波

ε
な
っ
て
み
る
。
こ
れ
は
右
側
の
扉
で
あ
る
。
左
側
の
も

正
面
は
右
ご
同
じ
だ
が
、
裏
の
最
下
の
間
が
「
岩
・
浪
・
竹
」

（中

禛
I
も
）
に
な
っ
て
み
る
丈
け
の
差
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

動
物
ご
い
へ
ば
鯉
の
み
で
、
こ
れ
は
中
々
う
ま
く
刻
ん
で

あ
り
、
よ
く
あ
、
い
ふ
姿
勢
を
す
る
の
を
見
る
が
、
い
、

ヨ
。
ヨ
①
暮
を
捕
へ
た
も
の
ご
思
ふ
。
こ
の
鯉
の
つ
け
て
あ

　
まる

間
は
中
竪
淺
の
一
方
丈
け
で
、
他
方
に
は
岩
ご
波
ご
ば

か
り
、
鯉
は
な
い
。

　
其
上
の
間
の
牡
丹
唐
草
も
ま
た
、
　
一
方
即
ち
鯉
の
あ
る

上
は
中
央
に
花
が
旨
き
、
其
左
右
か
ら
葉
を
出
し
て
あ
る

が
、
隣
の
間
の
は
花
が
な
く
、
詩
客
り
で
唐
草
が
で
き
て

。
み
る
。
寓
眞
に
は
一
番
上
の
桐
が
見
え
て
ゐ
諏
丈
け
で
、

あ
ご
は
皆
で
て
る
る
か
ら
、
こ
れ
で
全
部
の
想
像
は
つ
く

で
あ
ら
う
。

第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
　
　
　
　
ま

　
正
面
最
下
の
間
の
岩
波
鯉
は
、
裏
面
に
な
る
ご
「
岩
波

松
」
「
、
岩
波
竹
」
に
な
り
、
其
上
の
間
伽
ぢ
牡
丹
の
裏
に
當

る
ご
こ
ろ
ご
、
最
土
間
の
桐
及
び
牡
丹
唐
草
の
裏
の
間
に

は
何
も
入
れ
て
な
く
、
上
か
ら
二
つ
目
の
花
狡
間
は
、
普

通
透
し
に
な
っ
て
み
る
の
に
、
こ
の
場
合
に
は
入
子
板
の

面
に
花
幽
間
が
ご
り
つ
け
て
あ
る
（
他
に
も
か
、
ろ
例
あ
り
）
の
で
、
其
後

面
に
は
、
正
面
の
寳
相
花
よ
り
少
し
形
の
異
っ
た
同
じ
く

四
辮
の
大
き
な
花
を
つ
け
、
五
聖
の
間
帥
ち
正
面
の
寳
相

花
に
當
る
ご
こ
ろ
は
大
き
な
酢
漿
草
が
つ
け
て
あ
る
。

　
斯
く
の
如
く
正
背
面
に
よ
り
少
し
つ
つ
意
匠
を
か
へ
、

無
駄
な
ご
こ
ろ
は
彫
刻
を
省
き
、
放
謄
な
う
ち
に
も
細
心

の
注
意
を
以
て
、
用
意
周
到
に
や
つ
て
る
る
が
、
扉
ご
し

て
は
前
例
よ
り
淋
し
い
。
其
上
に
桟
や
権
に
は
面
が
ご
つ

そ
あ
る
で
は
な
し
、
辻
金
物
も
た
い
徒
に
鋲
の
頭
が
澤
山

あ
る
丈
け
で
、
材
料
も
粗
末
な
鐵
で
あ
る
し
、
骨
に
な
っ

て
み
る
こ
こ
ろ
は
、
ご
う
も
大
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ

ご
に
よ
っ
た
ら
入
子
板
に
つ
け
て
あ
る
彫
刻
の
み
が
古
い

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
山
ハ
七
　
　
　
（
二
四
五
）
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建
築
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二
號
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一
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二
四
九
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、

第
十
ご
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

第
二
號

七
二
　
　
（
二
五
〇
）
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十
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究
の
栞
　
　
日
本
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建
築
研
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の
栞

第
二
號

七
三
　
（
ご
五
一
）
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本
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建
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研
究
の
栞

第
二
號

七
四

（
二
五
，
二
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策
十
二
．
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
碍
究
・
の
栞

第
6
X
＋
X
圏

第
二
號

七
六
　
　
（
ご
五
四
）

＝
、
」
■
笠
尤
大
臣
便
紺
之
潤
誘
客
覇
綴
．
繕
鷺
賢
愚
「
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の
で
》
骨
ご
板
ご
は
後
帯
か
も
知
れ
蹴
σ

　
第
四
は
少
し
遠
い
が
、
長
七
十
諏
訪
郡
本
郷
村
（
笛
9
渕
ひ

罠
¢
養
）
大
字
乙
事
（
Ω
舞
。
叶
。
）
鎮
座
の
村
証
諏
訪
一
子
の
扉

を
例
に
引
一
（
第
百
四
十
二
岡
◎
第
百
四
十
七
圖
）
。
勿
論
扉
の
こ
聴
け
記
せ

ば
ゼ
、
の
だ
し
、
ま
た
さ
う
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
殆
ん

ざ
其
地
方
の
人
す
ら
何
こ
も
思
は
す
、
僅
に
上
諏
訪
町
所

在
の
信
濃
澱
育
會
諏
訪
白
面
幹
部
の
人
士
の
注
意
を
惹
い

て
み
た
に
止
っ
た
、
當
代
稀
に
み
る
優
秀
な
る
建
築
が
、

例
へ
小
さ
い
も
の
に
せ
よ
、
斜
子
な
ご
こ
ろ
に
獲
っ
て
み

る
の
だ
か
ら
、
こ
の
機
曾
に
こ
の
建
物
の
た
め
に
十
数
行

を
費
し
て
お
き
度
い
ご
思
ふ
。

　
魁
は
俗
に
「
乙
事
の
諏
訪
説
」
ご
呼
び
、
さ
う
い
っ
た
方

が
早
撃
り
が
す
る
さ
う
で
あ
る
が
、
本
名
は
「
諏
訪
胤
上

ノ
肚
」
こ
い
ふ
の
だ
さ
う
な
。
延
徳
二
年
鋤
請
、
文
緑
二

年
入
月
、
ム
・
の
官
幣
大
説
諏
訪
紳
殿
よ
り
紳
前
の
假
殿
を

移
毒
し
、
交
響
入
年
七
月
、
京
都
か
ら
諏
訪
聯
趾
を
分
婁

し
、
乙
事
の
干
害
に
し
た
こ
い
ふ
。

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
脚
本
古
麺
築
研
炎
の
栞

　
嘉
永
年
間
に
諏
訪
上
篇
の
拝
殿
を
v
前
例
に
よ
り
こ
し

て
此
の
就
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
、
夫
れ
は
こ
、

　
任
穫
例
今
般

　
古
　
三
三
其
郷

　
鋤
講
舐
江
相
三
囲
同
門

　
　
　
諏
訪
宮

…
業
二
配
年
分
点
長
官
㊥

　
　
　
　
禰
宜
大
夫
㊥

　
　
　
　
構
　
　
祝
㊥

一

に
示
し
た
様
な
交
書
が
袋
っ

て
み
る
の
で
謬
る
。
建
物
は

，
｝
閥
一
面
向
唐
破
風
勾
欄
附

の
宝
殿
で
、
其
突
き
當
り
は

＝
聞
｝
戸
の
四
脚
門
で
、
爾

側
に
脇
障
子
が
あ
り
、
糾
耕

は
三
手
先
で
あ
る
が
、
柱
の

ト
…
部
は
冠
木
よ
う
上
に
の
び
て
軒
天
井
を
貫
き
小
屋
組
に

入
っ
て
み
る
た
め
、
総
て
挿
肘
木
を
用
ひ
て
み
る
Q
軒
天

井
の
ぞ
ご
、
二
手
先
ご
三
手
先
こ
の
聞
に
は
支
輪
を
用
ひ

て
あ
る
。
さ
う
し
て
小
脇
朋
目
・
扉
・
脇
障
子
等
に
は
一
面

に
彫
刻
一
牡
丹
及
び
梶
の
葉
ご
花
一
を
入
れ
、
随
所

金
銅
飾
金
具
を
打
つ
。

　
舞
殿
の
料
繕
は
「
三
斗
」
で
あ
る
。
料
耕
簡
は
下
方
に
壷

輪
、
上
方
に
大
虹
梁
が
あ
る
か
ら
、
李
だ
い
長
方
形
の
場

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
七
老
　
、
（
二
薫
滋
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
巨
木
古
建
築
研
究
の
栞

所
が
で
き
て
み
て
、
其
中
央
に
纂
股
が
あ
る
○
こ
れ
丈
け

で
は
極
め
て
李
凡
で
あ
る
が
、
此
の
場
含
に
は
こ
の
問
に

板
を
入
れ
、
板
の
癒
に
季
た
い
薄
肉
の
蓬
彫
が
入
れ
て
あ

る
。
而
も
其
透
彫
は
四
方
共
異
っ
て
み
る
。
墓
股
内
の
彫

刻
ま
た
薫
り
、
さ
う
し
て
こ
れ
は
桃
山
式
こ
い
ふ
よ
り
は

寧
ろ
室
町
式
、
師
ち
鎌
倉
系
統
の
左
右
相
幕
式
、
換
言
す

れ
ば
中
央
に
花
が
険
き
左
右
に
膚
草
の
あ
る
式
の
も
の
で

あ
る
Q
駐
留
を
充
た
し
て
か
6
0
る
透
彫
も
ま
た
寧
ろ
室
町
式

こ
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
豊
2
例
こ
し
て
正
面
の
を
ε
つ
て
み
る
。
墓
股
の
左
右

に
は
「
か
ち
の
葉
」
を
一
面
に
入
れ
て
あ
る
が
、
立
て
右
の

方
の
組
物
に
近
い
こ
こ
ろ
に
小
・
鳥
が
二
鮒
ご
ま
ら
せ
て
あ

る
。
葉
は
緑
色
で
あ
る
か
ら
、
全
膿
が
緑
に
見
え
る
ご
こ

ろ
に
、
小
鳥
は
腹
が
紅
で
背
が
黒
（
電
罰
憶
し
て
み
る
が
問
違
つ
乳
か
も
知
れ
ぬ
）
な

の
で
、
こ
れ
が
お
そ
ろ
し
く
引
立
っ
て
晃
え
、
た
め
に
左

右
同
じ
く
見
え
す
、
一
寸
し
た
ご
こ
ろ
で
最
も
手
際
よ
く

輩
調
を
破
っ
て
み
る
。
忍
事
が
こ
の
調
子
だ
か
ら
、
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
七
入
　
　
　
（
二
五
六
）

な
舞
殿
ご
小
さ
穴
か
四
脚
門
ご
で
あ
る
が
、
其
償
値
は
撰
め

て
大
き
い
ご
愚
考
す
る
。
萬
一
幸
ひ
に
し
て
古
着
寺
保
存

愈
委
員
諸
君
子
の
濫
意
を
惹
き
、
好
機
に
一
瞥
を
輿
へ
ら

る
れ
ば
、
例
へ
特
番
保
護
の
恩
典
に
浴
す
る
を
得
す
ご
も

洵
に
光
榮
の
至
り
で
あ
る
。
事
程
左
標
に
優
秀
な
建
造
物

で
あ
る
。
但
し
本
殿
は
此
れ
等
に
比
べ
る
ご
、
湛
憾
な
が

ら
さ
う
大
し
た
も
の
で
は
な
い
様
で
あ
る
。

　
以
上
少
し
長
過
ぎ
た
か
も
知
れ
漁
が
前
燈
で
あ
る
。
そ

こ
で
昌
的
の
扉
は
、
第
百
四
十
七
職
に
示
し
た
通
り
、
花

荻
間
の
部
分
を
除
い
て
は
、
二
賠
に
薄
肉
彫
刻
が
入
子
板

の
面
に
つ
け
て
あ
る
。
最
下
の
購
は
一
種
の
曲
線
輪
廓
の

問
に
横
盲
連
子
入
で
、
最
上
の
問
は
中
央
に
創
花
菱
（
？
・
）

に
唐
草
で
あ
る
が
、
あ
ご
の
四
間
に
は
「
か
ち
の
葉
」
が
詰

め
て
あ
る
。
こ
の
か
ち
の
葉
は
全
部
緑
　
　
白
緑
で
あ
っ

た
こ
思
ふ
、
原
は
絶
青
で
あ
っ
た
の
が
剥
落
し
た
の
か
も

知
れ
ぬ
　
　
で
あ
る
。
其
上
の
花
狭
間
は
多
く
の
場
合
ご

・
少
し
く
趣
き
を
異
に
し
て
み
る
の
で
、
第
百
四
十
二
圖
◎



に
大
き
く
か
い
て
お
い
だ
が
、
こ
れ
は
箔
置
で
あ
っ
た
こ

」記

ｯ
す
る
。
扉
の
淺
や
権
は
黒
で
、
飾
金
具
は
金
銅
で
あ

っ
た
と
思
ふ
ほ
か
は
、
つ
い
記
し
て
お
か
な
か
っ
た
の
で

色
彩
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
ご
に
か
く
圖
で
も
鋼
る
遮
り
花
点
間
ご
梶
の
葉
ご
で
大

部
分
を
占
め
て
み
る
、
だ
か
ら
M
民
法
は
「
緑
ご
金
」
ご
で

非
常
に
美
し
い
戚
が
す
る
。
さ
う
し
て
周
面
の
装
飾
も
色

彩
も
、
割
含
に
め
ま
ぐ
る
し
く
な
い
か
ら
、
扉
ご
し
て
は

當
代
最
・
傑
作
の
一
こ
い
ふ
こ
ご
が
で
き
や
う
。

　
第
五
に
は
も
つ
ご
遠
方
で
あ
る
筑
前
筥
崎
宮
、
精
し
く

い
ふ
ご
編
周
縣
粕
屋
郡
箱
崎
町
の
官
幣
大
就
警
騰
宮
縷
…
門

の
扉
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
百
四
十
入
事
の
蓮
り
横
鍵
が

上
の
方
に
二
本
あ
る
葺
け
で
、
堅
淺
は
一
本
も
な
く
、
ま

た
淺
唐
戸
に
は
多
く
の
場
倉
、
八
双
は
用
ひ
漁
襟
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
上
部
は
淺
の
上
、
下
部
は
適
當
な
位
置
に
八

双
を
打
っ
て
あ
る
の
が
珍
ら
し
い
○

　
扉
め
衝
は
上
の
方
の
二
本
の
擾
の
問
に
、
下
葉
が
十
枚

　
　
　
第
十
ご
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞

二
列
に
並
び
、
垣
立
に
察
隙
は
簡
輩
な
唐
草
で
充
た
し
て

あ
る
。
こ
の
爲
眞
は
大
正
元
年
十
月
二
十
一
日
に
ご
つ
た

も
の
で
、
大
分
昔
だ
つ
た
し
、
手
控
も
な
い
の
で
裏
面
が

ざ
ん
な
で
あ
っ
た
か
、
正
面
ご
同
じ
蝶
に
桐
が
入
れ
て
あ

っ
た
か
否
か
、
ま
る
で
記
憶
が
な
い
の
で
書
く
こ
ご
が
で

き
澱
Q
い
つ
れ
將
來
・
都
合
が
つ
き
次
第
も
う
一
度
見
學
す

る
つ
も
り
だ
か
ら
、
其
時
不
足
は
補
訣
浦
事
に
す
る
が
、
裏

に
桐
が
入
れ
て
あ
る
か
、
左
も
な
く
ば
路
し
て
あ
る
か
の

二
つ
に
…
過
ぎ
ま
い
。

　
も
う
輔
つ
注
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
上
の
方
に
つ
い
て

み
る
藁
座
で
、
其
下
端
に
牌
草
を
つ
け
た
入
念
の
も
の
で

あ
る
Q
こ
の
様
に
群
論
な
の
は
ま
だ
つ
い
見
當
ら
澱
。

　
甲
州
山
ハ
に
、
　
こ
れ
曜
は
寓
縫
↑
も
鋤
鷲
飼
も
間
に
A
質
は
な
か
つ
ハ
κ

の
で
、
惜
し
か
っ
た
が
今
回
は
圖
を
略
し
た
が
、
近
い
こ

こ
ろ
だ
か
ら
行
っ
て
見
さ
へ
す
れ
ば
挙
る
、
帥
ち
京
都
市

の
有
名
な
高
皇
寺
餓
廟
の
内
外
陣
の
間
の
中
央
の
問
に
吊

っ
て
あ
る
毒
焔
爾
開
の
扉
の
紹
介
を
す
る
。
こ
れ
は
ざ
つ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
九
　
　
（
二
五
七
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
醇
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

ご
竪
糎
の
蔓
鴉
、
吊
元
・
手
先
ご
合
せ
て
枢
外
法
翻
あ
る
可

な
り
大
き
な
も
の
だ
が
、
作
り
は
甚
だ
花
車
で
あ
る
。
吊

元
の
権
か
ら
更
に
断
面
圓
形
の
く
り
等
し
が
で
て
、
夫
れ

が
上
下
の
藁
座
に
入
っ
て
み
て
、
慣
れ
で
回
轄
す
る
こ
ご

第
百
三
十
一
圖
㊥
・
㊧
、
第
百
三
十
六
圖
③
の
楼
で
あ
る
の

は
、
此
の
寺
が
初
め
曹
洞
宗
で
あ
っ
て
、
後
臨
悔
泣
に
な

っ
た
の
だ
さ
う
だ
が
、
何
れ
に
し
て
も
扉
の
側
ま
た
よ
ぐ

魏
宗
旨
を
現
は
し
て
み
る
こ
い
へ
る
。
其
権
や
礎
の
辻
に

は
、
割
合
に
小
さ
き
辻
金
物
を
打
ち
、
蝶
番
ま
た
多
く
の

場
合
ご
多
少
其
制
を
異
に
し
て
み
る
。

　
扉
は
全
部
黒
漆
塗
で
ら
桟
・
権
・
其
兀
帳
面
・
入
子
板
等
皆

同
色
で
あ
る
が
、
王
の
方
に
入
れ
て
あ
る
花
荻
闘
の
み
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
リ
　
　
　
　
ド
で

彩
色
が
し
て
あ
る
。
こ
の
部
分
は
高
憩
・
由
妨
で
、
其
内
に

巾
溜
の
枢
を
；
、
此
の
枢
ま
た
黒
酸
し
、
四
隅
に
飾

金
具
を
打
つ
、
更
に
こ
の
う
ち
に
巾
2
5
の
輪
廓
を
廻
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

て
あ
る
が
、
こ
れ
は
朱
漆
を
ぬ
っ
て
あ
る
、
さ
う
し
て
其

杓
に
「
，
立
捕
」
、
其
中
央
に
圖
内
に
山
畑
（
？
）
の
紋
章
が
入

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
八
0
　
　
（
二
五
入
）

れ
て
あ
る
。
今
は
臨
時
に
裏
か
ら
紙
が
貼
っ
て
あ
る
が
、

元
よ
り
こ
れ
は
貼
ら
ぬ
が
ほ
ん
こ
う
で
あ
る
。

　
立
涌
に
は
線
青
を
薫
り
、
中
央
の
圓
は
黒
、
山
吹
（
？
・
）

の
花
は
金
箔
澄
に
し
て
あ
る
か
ら
，
甚
だ
紹
諸
鹿
で
あ
る
。

此
の
膨
め
半
盲
の
間
は
、
二
本
溝
を
つ
い
だ
敷
居
ご
鴨
居

ご
が
あ
っ
て
、
建
具
は
現
在
の
こ
こ
ろ
な
い
か
ら
、
ざ
う

で
あ
っ
た
か
初
め
の
こ
ご
は
青
り
か
ね
る
が
、
其
上
の
欄

間
ま
た
こ
の
立
涌
花
号
旗
ご
同
意
匠
で
、
緑
青
塗
の
透
彫

立
涌
の
間
に
、
同
じ
く
透
彫
の
山
吹
（
？
・
）
の
花
が
三
つ
づ

っ
適
常
に
散
し
に
な
っ
て
つ
け
て
あ
る
。

　
花
狭
間
を
普
蓮
の
型
に
せ
す
、
曲
線
形
の
立
涌
に
し
た

ご
こ
ろ
は
新
し
い
考
へ
で
あ
ら
う
、
こ
ご
に
ょ
っ
元
ら
前

代
位
に
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
私
は
實
例
を
し
ら
な
い
。

　
同
寺
園
山
堂
の
扉
の
花
忍
間
は
、
第
三
に
暴
げ
た
乙
事

の
諏
訪
帥
胤
門
の
夫
れ
ご
同
じ
楼
な
意
匠
で
あ
る
Q

　
未
だ
他
に
も
例
を
あ
げ
幽
し
た
ら
限
り
が
な
い
が
、
ほ

ん
も
の
、
扉
は
こ
の
位
で
や
め
、
次
仁
は
小
工
藝
品
即
ち



厨
子
の
蝕
め
例
を
二
つ
ば
か
り
あ
げ
て
お
く
。

　
鎌
倉
の
圓
畳
寺
舎
利
殿
内
に
あ
る
厨
子
の
爾
折
面
罵
板

扉
は
、
第
百
四
十
二
圖
㊨
で
み
る
標
に
割
合
に
細
長
く
、

上
か
ら
二
つ
目
の
入
子
板
に
は
、
輪
廓
は
鯨
り
よ
く
な
い

が
よ
く
時
代
を
現
は
し
て
み
る
格
狡
問
が
つ
い
て
み
て
、

其
内
に
透
彫
が
一
面
に
入
れ
て
あ
る
。
圖
に
於
い
て
亡
い

ε
こ
ろ
は
實
質
で
、
黒
い
こ
こ
ろ
が
打
抜
き
の
部
分
で
あ

る
。
枢
・
穫
の
辻
に
は
飾
金
具
の
代
り
に
、
割
合
に
ぞ
ん
ざ

い
な
輪
廓
ご
其
面
に
唐
草
ε
を
か
い
た
金
蒔
総
…
が
か
い
て

あ
る
。
入
子
板
．
も
面
も
金
で
甚
だ
き
れ
い
な
も
の
で
あ
る
。

格
狡
間
・
其
内
容
・
飾
金
具
代
用
の
金
蒔
糟
・
其
上
の
唐
草

等
、
何
れ
も
戚
服
は
で
き
ぬ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
全
長
僅

島
・
塾
の
小
さ
い
も
の
だ
か
ら
、
大
き
い
の
ご
同
じ
に

　
ユ

は
い
か
ぬ
。
露
髄
ε
手
先
こ
の
間
に
あ
る
蝶
番
の
飾
金
具

は
、
こ
れ
も
働
く
小
さ
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
其
割

に
輪
廓
も
毛
彫
の
唐
草
も
共
に
中
々
の
い
、
で
き
榮
で
あ

る
。

第
十
二
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
羅
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
第
入
帥
ち
最
後
に
は
、
　
一
つ
前
に
記
し
た
高
壷
寺
に
遠

く
な
い
貞
治
二
年
・
ご
禰
｝
す
る
特
建
、
を
有
盛
折
る
山
ハ
波
羅
…
密
寺

本
堂
内
に
あ
る
閥
魔
大
王
座
像
の
厨
子
の
扉
を
だ
し
て
お

く
（
第
百
四
十
三
圃
）
。
こ
れ
は
元
來
清
盛
が
入
っ
て
み
た
の
で
あ
る

が
、
目
下
博
物
館
へ
選
張
の
留
守
中
、
臨
時
閻
魔
に
貸
し

て
あ
る
の
だ
さ
う
な
。
厨
子
其
物
は
さ
し
て
騒
瞭
程
の
も

の
で
は
な
い
。
け
れ
ご
も
扉
に
は
面
自
い
ご
こ
ろ
が
あ

る
。

　
圖
は
右
側
の
で
あ
る
。
左
側
の
は
定
規
縁
が
枢
か
ら
く

り
出
し
て
あ
り
、
其
面
に
は
多
く
の
飾
金
具
を
打
つ
。
定

規
線
の
く
り
出
し
た
の
は
、
榮
山
寺
八
角
圓
堂
の
扉
に
於

い
て
み
た
（
第
十
一
巻
第
四
號
第
百
二
十
剛
燧
㊨
叫
〇
五
頁
）
）
暴
、
ほ
ん
こ
う
の
扉

に
は
見
出
さ
澱
。
厨
子
の
様
な
小
工
需
品
に
あ
っ
た
か
ご

う
か
、
こ
れ
は
つ
い
氣
が
つ
か
な
か
っ
た
Q

　
竪
横
の
権
の
出
遇
ふ
ご
こ
ろ
墜
ち
四
隅
に
は
大
き
な
飾

金
具
、
淺
ご
山
霊
は
桟
ざ
権
ε
出
遇
ふ
ご
こ
ろ
に
は
劉
合
に

大
き
な
四
葉
が
打
っ
て
あ
る
。
こ
れ
等
は
何
れ
も
金
銅
で

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
一
　
　
（
ご
五
九
）



　
　
r
第
十
二
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

逼
れ
く
面
に
唐
草
マ
〈
は
花
模
様
が
ほ
り
つ
け
て
あ
り
、

精
…
巧
な
も
の
で
は
な
い
が
、
時
代
の
精
紳
は
よ
く
現
は
れ

て
る
る
。

　
説
及
び
淺
の
面
は
几
帳
面
で
、
縦
横
の
木
が
圖
に
示
し

て
あ
る
如
く
通
っ
て
み
る
。
さ
う
し
て
面
は
、
町
露
な
仕

事
で
は
、
例
へ
ば
第
百
四
十
圏
㊥
（
第
十
二
巻
第
N
號
（
一
二
四
頁
．
）
）
の
如
く

に
「
ご
め
」
顧
す
る
の
で
、
か
う
や
っ
て
む
け
ば
見
た
ε
こ

ろ
も
甚
だ
よ
ろ
し
い
が
、
少
し
金
は
か
、
る
。
併
し
大
概

は
か
う
し
て
あ
る
。
然
る
に
こ
の
場
合
に
は
こ
れ
程
の
手

間
を
か
け
す
、
面
に
か
ま
は
す
に
縦
横
の
木
を
「
合
歓
き
」

（
葭
囲
く
ぎ
σ
q
）
に
し
て
、
「
こ
め
」
（
憲
貯
。
）
に
な
る
丈
け
の
手

籔
を
省
い
て
み
る
。
併
し
な
が
ら
紙
を
貼
っ
た
明
障
子
の

或
る
場
合
の
如
く
、
竪
桟
よ
り
横
淺
の
奥
行
を
少
し
少
な

く
し
、
竪
桟
の
面
内
に
面
を
取
っ
た
横
奪
を
歓
き
込
ま
ぬ

限
り
、
師
ち
整
横
の
桟
が
所
謂
「
つ
ら
い
ち
」
で
め
る
以
上

か
う
し
た
こ
こ
ろ
で
其
交
叉
瓢
は
、
小
刀
を
用
ひ
て
丹
念

に
削
っ
て
ご
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
「
型
押

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
　
入
一
、
一
　
　
（
二
∴
ハ
0
）

し
し
（
例
へ
ば
第
百
三
十
三
隔
圃
翁
、
致
ハ
㎝
他
｛
貰
例
多
く
、
殆
ん
ざ
総
て
が
か
う
で
あ
る
）
に
す
る
の
喜
う
大

し
て
差
が
な
い
。
大
き
な
も
の
で
か
う
す
る
ご
多
少
且
立

つ
が
小
型
の
も
の
は
こ
ん
な
の
も
相
當
に
あ
る
や
う
で
あ

る
。
修
學
院
離
宮
の
袋
戸
棚
の
小
さ
い
引
違
戸
の
面
に
あ

っ
た
穫
は
、
切
面
が
ご
つ
て
あ
っ
た
が
、
や
は
り
こ
の
扉
ご

同
じ
襟
に
一
方
の
梗
を
通
し
て
あ
っ
淀
事
を
畳
え
て
み
る
。

現
に
今
の
場
含
に
於
い
て
も
、
穫
の
見
付
は
面
共
濃
あ
る

が
、
黒
漆
塗
に
な
っ
て
み
る
上
、
辻
に
は
大
き
な
四
葉
が
打

っ
て
あ
る
か
ら
、
う
っ
か
り
み
て
み
た
の
で
は
、
左
様
な

こ
ご
は
全
く
氣
が
つ
か
ぬ
の
で
あ
る
。
第
百
三
十
圖
◎
、

⑬
の
上
の
格
子
i
⑤
・
㊦
に
、
其
詳
細
圖
を
だ
し
て
お
い
，

た
が
（
講
臓
器
「
）
i
の
竪
横
の
子
も
亦
、
切
面
笹
取
っ
た

の
が
組
ん
で
あ
る
。

　
全
隊
ざ
し
て
は
普
通
の
扉
ご
騰
り
は
な
い
が
、
上
方
の

廣
聞
に
牡
丹
が
入
れ
て
あ
る
。
尤
も
こ
れ
は
正
面
ば
か
り

で
、
裏
面
に
は
何
も
つ
け
て
な
い
。
牡
丹
の
中
央
の
花
も

其
左
右
の
唐
草
も
、
中
心
線
に
丸
し
て
左
右
相
総
で
は
な



く
》
　
一
．
見
隅
じ
襟
で
あ
る
が
大
分
に
異
る
、
さ
う
し
て
左

右
の
扉
で
は
、
　
｝
方
の
反
欝
の
向
き
に
…
方
が
つ
け
て
あ

る
の
で
、
師
ぢ
扉
の
召
合
せ
に
調
し
て
左
右
が
相
聡
に
な

っ
て
み
る
。

　
此
の
牡
丹
の
こ
こ
ろ
が
き
れ
い
な
花
狡
間
ビ
な
り
、
さ

う
し
て
他
の
間
へ
も
つ
ご
込
み
入
っ
た
牡
丹
が
入
る
ご
、

晃
東
照
宮
の
離
れ
に
な
る
の
で
あ
る
（
第
百
五
十
二
圃
）
。
さ
う
思

っ
て
み
る
ご
、
薄
暗
い
ξ
こ
ろ
に
お
い
て
あ
b
、
時
々
舞

槻
者
の
た
め
に
開
閉
さ
る
、
こ
の
’
小
さ
な
扉
で
も
、
う
っ

か
り
ご
み
て
る
る
ニ
ビ
は
で
き
な
く
な
る
。
こ
れ
が
善
美

を
盤
し
た
日
光
廟
建
築
の
中
の
盟
主
た
る
東
照
宮
の
舞
殿

石
の
聞
・
本
殿
の
扉
の
原
だ
な
ざ
こ
い
っ
た
ら
、
左
襟
な
こ

ご
が
あ
る
も
の
か
ご
、
殆
ん
ご
す
べ
て
の
入
は
否
定
す
る

で
あ
ら
う
が
、
模
機
の
進
歩
獲
達
の
上
か
ら
さ
う
思
へ
漁

こ
ε
も
あ
る
・
ま
い
。

　
例
に
は
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
本
涙
本
願
寺
四
脚
門
の
扉

は
縦
横
の
梗
が
吹
寄
に
な
っ
て
み
て
、
下
聞
に
は
牡
丹
唐

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
賓
建
築
研
究
の
栞

草
漸
大
間
に
は
獅
子
、
上
の
大
食
閥
即
ち
普
通
花
狭
間
を

入
れ
狂
こ
こ
ろ
（
郎
ち
既
の
厨
子
の
胱
丹
唐
草
の
入
れ
て
あ
ろ
亡
こ
ろ
）
に
は
、
牡
丹
に
唐

獅
子
の
透
彫
が
し
て
あ
る
Q
此
の
門
は
い
ふ
迄
も
な
く
伏

見
城
の
遺
構
で
、
寛
永
九
年
に
現
位
遣
へ
移
建
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
門
が
一
縛
す
る
ご
、
今
記
し
た
東
照
宮

（
雛
及
び
智
美
猷
院
の
扉
（
謬
（
棚
齢
、
）
に
な
・
の

で
あ
る
○
爾
ほ
短
時
は
聚
聖
楽
の
楼
な
、
模
範
的
宮
室
建

築
も
あ
っ
た
か
ら
．
牡
丹
唐
草
入
の
扉
な
．
定
は
い
く
ら
も

あ
っ
だ
ら
う
、
こ
愚
は
れ
る
。

　
さ
う
す
る
ご
、
何
も
こ
の
貧
弱
な
厨
子
の
牡
丹
が
螢
達

し
な
い
で
も
，
も
っ
こ
い
、
例
が
い
く
ら
も
め
っ
た
ら
し

い
が
、
認
れ
は
今
大
部
分
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
こ

の
扉
か
ら
も
さ
う
考
へ
ら
れ
ぬ
こ
ご
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
い
ふ
こ
ご
が
了
解
で
き
れ
ば
い
、
の
で
あ
る
。
其
た
め

に
殆
ん
ご
省
み
ら
れ
な
い
で
み
る
扉
を
偶
然
見
畠
し
淀
の

で
、
圖
示
し
て
聯
説
明
を
試
み
た
の
で
あ
る
Q
贋

　
以
上
の
入
筆
で
」
通
b
の
こ
ご
は
判
る
筈
で
あ
る
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
盤
　
　
　
　
二
一
ご
　
　
　
（
二
山
ハ
、
一
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
貯
本
古
建
築
研
究
の
栞

こ
で
當
代
の
扉
を
手
短
か
に
記
し
て
み
る
ご

　
穫
及
「
び
枢
に
は
全
く
面
を
ご
ら
ぬ
も
の
も
あ
っ
た
が
、

（磯

增j

ｽ
蔽
几
帳
面
に
近
い
面
を
つ
け
た
。
相
當
に
立

　
涙
な
も
の
で
も
、
場
合
に
よ
b
て
は
裏
面
は
横
撃
位
を

打
っ
て
至
極
簡
軍
に
仕
上
げ
た
の
が
あ
っ
た
（
大
徳
寺
）
。
淺

　
に
は
輩
濁
の
こ
、
横
が
吹
寄
の
こ
、
時
に
は
竪
横
共
吹

寄
に
な
っ
て
み
る
の
も
あ
っ
だ
（
書
本
）
。
此
れ
等
の
互

　
に
出
遇
ふ
ε
こ
ろ
に
は
、
四
葉
或
は
辻
金
物
を
打
つ
。

　
前
者
の
場
合
に
は
、
其
距
離
賜
隔
の
大
小
に
旛
じ
、
適

　
宜
に
桐
又
は
長
手
の
金
具
を
以
て
更
に
其
間
を
飾
る
。

　
淺
ご
枢
ご
で
で
き
た
塵
劃
の
内
、
上
の
方
の
大
き
な
廣

　
い
こ
こ
ろ
に
は
普
通
花
霞
問
を
入
れ
る
。
其
花
狡
間
に

　
は
、
透
彫
立
涌
の
中
に
毒
魚
を
入
れ
た
り
（
高
盛
襟
璽
屋
）
、
ま

た
連
子
（
醍
醐
三
實
院
勅
使
門
）
其
他
（
離
宮
）
の
時
も
あ
・
。
小
工
藝

品
に
於
い
て
は
、
こ
の
ご
こ
ろ
は
蓬
彫
格
狡
閥
（
翻
欝

十二

x
牡
丹
唐
金
議
璽
筆
入
れ
㌘
し
た
。
・
れ

等
の
工
藝
品
の
多
く
ご
、
建
造
物
に
吊
込
み
た
る
扉
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
入
四
　
　
（
ご
六
二
）

魚
巣
下
血
に
）
は
、
入
子
板
の
巌
壁
－
莫
募
に

　
は
何
等
の
彫
謝
を
入
れ
澱
が
、
後
者
の
大
多
数
は
彫
刻

　
を
充
填
し
π
。
其
方
法
は
透
間
な
く
入
れ
た
（
諏
訪
）
の

こ
、
さ
う
で
も
な
い
（
蹴
綱
）
の
こ
、
爾
方
を
蒙
ね
た

（
本
派
本
願
寺
）
の
ε
あ
っ
π
。
さ
う
し
て
充
填
す
る
彫
刻
の
材

料
は
、
動
植
箋
び
自
然
物
（
獅
子
・
趾
丹
・
雲
等
）
で
あ
っ
た
。

ご
な
る
で
あ
ら
う
0

　
枢
や
淺
に
飾
金
具
を
打
ち
だ
し
た
の
は
當
代
か
ら
の
襟

に
思
ふ
。
室
町
に
は
未
だ
こ
の
程
ま
で
に
登
達
は
し
て
み

な
か
っ
た
ら
し
い
。
扉
の
多
く
は
前
號
諸
圓
に
示
し
た
や

う
な
、
鎌
倉
系
統
の
割
合
に
三
軍
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

二
代
に
入
っ
て
彫
刻
給
叢
の
建
築
序
文
の
盛
に
な
る
に
連

れ
、
心
機
に
飾
金
具
が
賞
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
扉
に
就
い
て
の
記
事
は
、
初
め
か
ら
三
図
を
以
で
絡
る

つ
も
b
で
、
最
初
ご
其
次
ε
を
上
、
・
中
こ
し
、
今
度
が
下
で

丁
度
よ
く
な
る
豫
定
の
こ
こ
ろ
、
成
る
べ
く
鋼
る
襟
に
す



る
た
め
、
圖
を
除
計
に
入
れ
た
結
果
、
豫
定
の
枚
薮
を
大

々
的
に
超
過
す
る
こ
ご
に
な
り
、
ご
う
し
て
も
今
度
き
り

で
は
お
さ
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
膿
裁
は
ま
つ
い
が

今
回
を
「
下
の
一
」
次
を
「
下
の
こ
」
こ
し
て
、
愈
無
事
絡
了

す
る
筈
に
な
っ
た
。
郎
ち
「
下
の
一
」
は
桃
山
時
代
丈
け
の

説
朗
に
止
め
た
代
り
に
、
圖
版
丈
け
は
江
戸
時
代
ま
で
殆
．

ご
全
部
入
れ
る
こ
ε
に
し
た
。
第
百
四
十
三
圖
に
掲
げ
た

扉
の
牡
丹
唐
草
ご
關
係
の
あ
る
江
戸
時
代
の
扉
は
、
か
う

し
て
つ
“
け
て
み
た
方
が
、
次
回
に
は
な
す
よ
り
便
利
だ

か
ら
で
あ
る
。
か
う
し
て
圖
を
比
べ
て
み
る
ご
、
説
明
は

な
く
ご
も
、
大
概
想
像
は
つ
く
筈
で
あ
る
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
未
だ
こ
の
他
に
、
少
し
く
訂
正
増
補
を
し
た
い
こ
こ
も

あ
る
が
、
前
述
の
理
由
に
よ
b
総
て
七
月
ま
で
延
期
こ
す

る
。
前
號
に
豫
定
し
た
扉
附
属
の
「
藁
座
．
」
ご
「
唐
居
敷
」
こ

も
、
勿
論
次
に
廻
す
、
こ
ご
に
よ
っ
た
ら
此
れ
等
は
十
月

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
（
昭
和
二
年
三
月
㎝
霞
稿
了
。
火
礎
・
晴
）

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
桑

第
二
號

入
五
　
　
　
（
二
山
ハ
一
二
）


